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森に⽣きる不思議なサギ ミゾゴイ 〜 そのくらしを知り、保護を考える 〜

日本野鳥の会

大阪支部

幹事
な や ひとし

納家 仁

─ 採餌⾏動

を中心に ─



大阪駅のすぐ近く、新梅田シティの新・里山地区（北区大淀中、
梅田スカイビル北側に2006年に積水ハウスが整備した約8,000㎡

の里山環境）に2013年10月4日から11月21日までのおよそ50日

間にわたりミゾゴイの幼鳥１羽が滞在。





普段観察機会がないミゾゴイを見ようと、多くのカメラマンや観

察者が集まったが、ミゾゴイは警戒することもなく、我々の目の

前で、ミミズなどをさかんに採餌する様子を見せてくれた。



ミゾゴイ 成鳥と幼鳥の見分け方

幼鳥

成鳥より暗色で白黒の

細かい虫食い斑が目立つ

成鳥
（繁殖期は目のまわりと目先が

水色になる）



調 査 目 的 等

【背 景】 ミゾゴイの渡りの時期や越冬期の生態はよく分かっていない
今回、滞在中のミゾゴイは警戒心がなく、間近で採餌行動などを観察できる

絶好の機会

【目 的】

渡りの時期や越冬期の

生態、特に採餌行動や食

性について調査を行い、

ミゾゴイの保護のための

基礎資料を得ること。

日本野鳥の会大阪支部

の幹事や会員などに呼び

かけて、有志を募り、調査

を実施した。



調 査 日、調査方法

【調 査 日】

2013年10月30日、11月3日、9日

11月下旬以降も調査を実施予定であったが、11月21日

を最後に飛去したために上記3回の調査となった。

【調査方法】
日の出から日没後までの終日、ミゾゴイを観察し、餌を

獲った時間、狩りの成否（10/30除く）、餌の種類、採餌場

所、脱糞、伸び、休息、警戒、威嚇、ねぐら入りなどの行

動を記録した。11月３日、９日はミゾゴイの１回の動作で

の歩数を細かく記録した。



表 ミゾゴイの採餌行動等について

調査日調査日調査日調査日 10月月月月30日日日日 11月月月月3日日日日 11月月月月9日日日日 平均平均平均平均

天気天気天気天気・・・・気温気温気温気温 快晴快晴快晴快晴

最低最低最低最低14.514.514.514.5℃℃℃℃最高最高最高最高21212121℃℃℃℃

曇曇曇曇 午後雨午後雨午後雨午後雨

最低最低最低最低16.116.116.116.1℃℃℃℃最高最高最高最高

18.218.218.218.2℃℃℃℃

晴晴晴晴

最低最低最低最低12℃12℃12℃12℃ 最高最高最高最高19.5℃19.5℃19.5℃19.5℃

調査時間調査時間調査時間調査時間 6:40～17:05

10時間20分

6:14～17:15

11時間

6：17～18：10

約12時間

延採餌回数延採餌回数延採餌回数延採餌回数 114回 115回 65回 98回

餌の内容餌の内容餌の内容餌の内容 ミミズ類60

幼虫類19

不明35

ミミズ類75

幼虫類8

アマガエル2

不明30

ミミズ類35

幼虫類6

ショウリョウバッタ1

カエル類1 不明22

ミミズの占ミミズの占ミミズの占ミミズの占
める割合める割合める割合める割合 53％ 65％ 54％ 58％

狩り失敗数狩り失敗数狩り失敗数狩り失敗数 ─ 59回 76回 68回

狩り成功率狩り成功率狩り成功率狩り成功率 ─ 66％ 46％ 57％

脱糞の回数脱糞の回数脱糞の回数脱糞の回数 9回 10回 8回 9回



１ 採餌行動
・ゆっくりとした動作から、首を前方に伸ばして地上の

動きをじっと見て、ミミズなどを捕獲する採餌行動が多く

見られた。



草の茂った場所でも、地中のミミズの位置を的確に見定めて

捕獲できる。また夕暮れの照度の低い時間帯でも、ミミズを

捕食していることから、視覚以外の能力を使っているのでは

ないかと思われる。



・11月3日には、飛び跳ねるカエルを素早く追いかけて

一撃で捕食するという場面も観察できた。



２ 採餌回数、狩りの成功率
・延採餌回数は10/30に114回、11/3に115回、11/9に65回であった。

11/9は前2回に比べ顕著に採餌回数が減少した。狩りの成功率は

11/3は66％と高かったが11/9は46％と低くなった。
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3 餌の内容
・餌はミミズ類が多く、全体の53％から65％を占め、ミゾゴイの

主食となっていることが分かった。ミミズ類以外には地中浅くに

いる甲虫類などの幼虫や地表付近のカエル類を捕食するのが

確認できた。不明としたものは、獲物のサイズが小さく特定で

きなかったものである。



餌の種類 n=294

ミミズ類

58％

カエル類

1％

幼虫類

11％

不明
30％バッタ類

0.3％

N1
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４ 脱糞
ミゾゴイのフンは、白い尿酸の部分

と固形の部分（爪楊枝程度の細くて

小さなものから太さ1cm以上、直径

2～3cmもあるもの）が認められた。

脱糞回数は各日8～10回であった。



ぎ た い

擬 態

カラスの声に上空を見上げフリーズ。
さらに警戒すると、首をまっすぐ 上にあげて、擬態の姿勢に入る。



い か く

威 嚇

敵（ここでは散歩途中の犬や近くに来たキジバト
など）に対しては、頭の部分の羽毛を逆立て、

翼を広げて体を大きく見せて威嚇する



サギ類特有の形態
くしづめ

足指・中指の内側にある櫛爪

櫛爪を使っての頭かき





ねぐらはどこ？ねぐらはどこ？ねぐらはどこ？ねぐらはどこ？

10月17日の夕方の調査では、日没後、一旦近くの木に飛び上がり、

しばらく警戒の後、同じ里山地区内の北側の樹林地に飛び去りねぐ

ら入り。

日中は近くにいる人間に対し警戒の様子を見せなかったが、ねぐら

入りの前は、直接ねぐらの木には入らず、見晴らしのきく場所で、

しばらくとどまって警戒し、その後ねぐら入り。

11月9日の調査時は、明らかに観察者を意識して、目立つ屏の上や

ビルの上に止まり、観察中は樹林地のねぐらに降りてこなかった。





幻の鳥・・・ミゾゴイに出会えた あなたに・・・

◆◆◆◆ 環境省レッドリスト環境省レッドリスト環境省レッドリスト環境省レッドリスト

VUVUVUVU：絶滅危惧：絶滅危惧：絶滅危惧：絶滅危惧ⅡⅡⅡⅡ類類類類 指定指定指定指定

◆近畿地区鳥類レッドデータブック◆近畿地区鳥類レッドデータブック◆近畿地区鳥類レッドデータブック◆近畿地区鳥類レッドデータブック

ランクランクランクランク2222：絶滅危惧種：絶滅危惧種：絶滅危惧種：絶滅危惧種

2012年の環境省のレッドリストで

は絶滅危惧Ⅱ類（＝絶滅の危機が増

大している種。改訂前の絶滅危惧

ⅠB類からランクダウン）に指定さ

れています。

世界的には、繁殖分布が日本に限ら

れ、国際自然保護連合（IUCN）

レッドリストでは絶滅危惧ⅠB類に

指定され、個体数は千羽未満と推定

されています。

ミゾゴイ (学名)Gorsachius goisagi

(英名) Japanese night heron（漢字名）溝五位



■調査参加者（■調査参加者（■調査参加者（■調査参加者（50505050音順音順音順音順 敬称略）敬称略）敬称略）敬称略）

池上和博、川嶋英江、杉田福松、高田 博、常石明子、

納家朱里、納家 仁、橋本正弘、松岡三紀夫、山本圭持

調査にご協力いただいた皆さんありがとうございました。

─ 11月21日の早朝を最後に姿を消した

ミゾゴイの幼鳥。無事、南の越冬地に

渡っていけただろうか ─

ご清聴ありがとう

ございました。


